
テーマ 追加定員枠の導入 規制緩和 入学出願制度改革

（概要） ・20,000人規模の「Core and Margin枠」：
　年間授業料￡7,500以下で一定の基準を
　満たす大学等が競争的に受入
・65,000人規模の「AAB枠」：Aレベル試験に
　おける成績優秀者を競争的に受入

・透明性の高い単一かつ明確な規制枠組を検討
　-学位授与権の取得と更新に関する仕組の
　　単純化
　-「大学」と称する基準の見直し　等
・リスクに基づく質保証システムの導入　等

・PQAの導入を含めた新制度の検討
　（UCASによる見直しを踏まえて更なる検討を
　実施）
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【別表】高等教育改革の進展経緯と今後の予定

～1月末

意見募集結果発表（予定）

2012学事年度スタート

11/7 27機関がAccess 
Agreementの変更申請

10/17 HEFCEが「Core and Margin
枠」の申請受付開始

11/11 申請締切

11/14 HEFCEが申請状況

を発表

1月～2月初旬

HEFCEによる審査結果

発表（予定）

1/15 UCASへの

願書提出締切

11/23 意見募集結果・

対応方針発表

6/30 HEFCEが意見募集開始

12/2 OFFAが25機関

の変更を承認

6/28 高等教育白書“Students at the Heart of the System”発表

11/10 下院BIS特別委員会が報告書“Government reform of Higher Education”発表

7/12 OFFAが2012学事

年度のAccess Agreement
承認

8/4 BISが意見募集開始

10/28 HEFCEが回答を公表

10/27 意見募集終了 10/31 UCASが見直し検討結果発表・

意見募集開始

10/31 UUK及びRussell Groupが回答

1/20 意見募集終了（予定）

3月中

UCASが意見募集の結果を踏まえて

報告書を発表（予定）

審査

審査
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